










 

研究の目的 

 周産期の母児管理法の進歩とくに ME や生化学的手法を用いる胎児モニタリ

ングの進歩と普及により周産期の児死亡や心、身障害発生は近年年々減少して

いるが,尚後を絶たない。その要因の 1つは臓器や組織の未熟な児の出生であっ

て,妊娠が予定日前に中断する早産による場合もあるし,また在胎期間に比して

発育の遅れた胎児として出生する場合もある。いずれにしろ新生児は未熟性に

より呼吸や代謝障害を起し易く,これが死亡や心身障害の直接の原因となる。し

たがって早産や胎児発育遅延の成因を明らかにし,この対策をたてることは極

めて重要である。母児に何らかの障害を招くと予想される high risk 妊娠は妊

産婦死亡や児死亡と強く関連するから,これを抽出し,管理する方法を基準化し,

さらに行政面でこれをシステム化することは母子衛生上重要な課題である。 


